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Abstract: A new educational program which encourages creative ability and inventive genius of the 
students has been introduced into the curricula of Shizuoka Institute of Science and Technology since 
2003. This program is referred to as "Exercises for Creation and Invention." This paper presents a 
discussion about the preparation, organization, detailed policies and results of the program which was 
conducted in 2006 as the third practice after a preliminary trial in 2003. This program includes such 
creative work as the production of novel electrical and mechanical devices, the production of 
competitive machines for contests involving various kinds of robots or electric vehicles, research on 






















































Table. 1 「やらまいかプログラム」関連科目の構成 











前期 フレッシュマンセミナー（全学科） 創造工学入門（機械） 
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/ 19 160 
13 57 98 192 57 46 450 
14 62 109 179 80 53 483 
15 78 106 217 123 62 586 
16 84 103 188 139 43 557 
17 82 88 166 221 42 599 








2. 2 「やらまいかプログラム」の内容 











SIST プロジェクト（平成 13 年開始）創造工学入門に引き続
き，もの作りのためのいくつかのプロジェクトに取り組む




















































































合格とする．創造・発見 1および 2 を各 1単位とする， 
(3）単位認定者（総括者）及び分野と分野別担当者 
a．単位認定者（総括者） 丹羽 昌平 教授 
b．分野別担当者と分野別リーダー 














戸内指導者は，「創造・発見 1 担当教員 9 名，センター扉 
員 5名および特定のテーマのみを指導する教員数名の範
囲内で担当する． 
(4)「創造・発見 1」と「創造・発見 2」の関係 
「創造・発見 2 」は，原則として「創造・発見1」を履修




















以来平成 18 年度の実施に至るまで，職位として学内の規 
定中に存在しない「学外指導者」という仮の名称のままで 




































































Table.3 平成 18年度「創造・発見」実施内容の―覧 
分野 No プーマ 指導者 実施期 間 
























































たら操業（3 日間），講義 2 回程度 
12 
にJ  














電機の製作・評価 十朱 寧 
4 月から





























































ロボットコンテスト 益田 正, 見崎大悟 
4 月から 
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小型 4 サイクルエンシンを使用してLPG,CNG, 
アルコール等の燃料を供給した場合のエンシ‘ 
ン性能がどのように変化するかを学ぶ． 










































































21 分子シミュレーション 関山秀雄 
夏休み 
～後期 
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23 学校教育アシスタント 中川 淳 
9 月第 2 
週及び 





























11 R)  
26 地域社会におけるボランテイア活動の実践 
木村幸男＊










合 計（履修者数と単位取得者数） 158 131 
4.4「創造・発見」履修学生の募集と活動状況 
平成 18 年度は「創造・発見」の 4 回目の開講（平成 15 年
度の試行を含む）となる. 参加および履修学生の募集につい 












講および活動の予定を決定し, 順次開講した. テーマごとの 




Table. 4 平成 18 年度・分野別の参加者数と履修者数 
分 野 履修者数 単位取得者数 
もの作りと創作 84 70 
テーマ研究 37 30 
ボランテイア活動 37 31 
合 	 計 158 131 
5. 平成 18 年度「創造・発見」実施結果 
5. 1 平成 18 年度「創造・発見」実施結果の概要 











者数は Table. 4 に示す通りである. 平成18 年度の「創造・発
見」の単位取得者は 131 名となった，  
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④やや劣る ⑤劣る 無回答 ③普通 ①大変良い ②やや良い 
『創造・発見』 履修生に対する評価 
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I - I 
5点 	 4点 	 3点 2点 1点 評価不能 その他 無回答 
F培.4 指導目標項目別に見た履修学生の活動の評価（指導者） 


















いる．総合点の 5 段階評価に関しては,70％以上が 5または 4 
となっている． 





















































































































のアシスタントをするボランティア, 袋井市内の IT 講習会のア
シスタントを行うボランティア活動，福祉施設やNPOと連携し
てボランティア活動を行う4つがある．平成 18 年度は，小中学
校におけるボランティアに 18 名，養護学校のボランティアに 
11名，袋井市 ITアシスタントに 6名，施設のボランティアに 2 
名の参加者があった． 
小学校におけるボランティア活動は大学の授業に影響がな







































から平成 18 年までの 8 年間にこれらの創造体験関連科目
群は, 重複を含む延べ人数では 3000 名を超える履修者を
送り出した. 
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